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初夏の名護湾
青い空青い海、そして白く輝くビーチ、６月の爽やかな海
風、散策する人。そしてＵＦＯの様なドーム屋根が印象的
な情景です。

（撮影地 名護湾にて 撮影者・写真提供：与儀 栄太郎氏）
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●各地区安全管理推進大会を開催
●第96回　全国安全週間
●全国産業安全衛生大会In名古屋
●免許試験（沖縄会場第1回目）受験申請書の受付について
●沖縄労働局から
　①県内における令和4年の労働災害発生状況について
　②令和4年労働災害・死亡災害発生状況（確定値）
●講習会のご案内（令和5年8月分）
●新規加入事業場のご紹介（令和5年5月16日～6月15日））　



　令和5年度全国安全週間を前に、準備期間である6月に、沖縄県労働基準協会の各支部と関係労働災
害防止団体等の共催、各労働基準監督署の後援により、各地区において安全管理推進大会が開催されま
した。「人命尊重」の基本理念の下、自主的な労働災害防止活動を推進し、安全意識の高揚と安全活動の
定着を図るべく、各地区の大会に多くの事業場が参加しました。

那覇地区

中部地区

〈スローガン〉「高める意識と安全行動  築こうみんなのゼロ災職場」
安全管理推進大会令和5年度 を各地区で開催！

６月７日（水）、沖縄市産業交流センターにて令和５年度中部地区安全管理推進大会を開催し、７５事業所１３７
名が参加しました。
参加者全員で黙とうを捧げたあと、共催者を代表して金城労働基準協会中部支部長のあいさ
つで開会し、金城支部長からは、大会を機に労働者一人一人が安全に働くことが出来る職場環
境を築けるよう取り組んでいただきたい旨呼びかけがありました。
比嘉沖縄労働基準監督署長からは、「本年は 3 月までに労働災害により３人の方が亡くなられ
ている。労働者の命が失われ、健康を害することは、労働災害の発生は単に労働力の損失とい
う面だけではなく、社会的・人間的な重要な問題である。労働災害の絶滅を図るためには、労
働者の安全と健康の公共的価値を認識し、長期的な視点にたって労働災害対策をなお一層推進
しなければならない。今年度からスタートした第 14 次労働災害防止計画では、これまでの計画でも取り組んできた
業種等に応じた災害防止対策に加えて、各労働局単位で新たに設立した「SAFE 協議会」などの新たな枠組みを活用し、
労働災害・疾病防止に取り組むので皆様方にもご協力頂きたい。また安全週間期間中、職場においては様々な取り
組みや行事が行われますが、経営トップの安全への所信表明については道標にもなるので、ぜひ行って頂きたい。」
旨の来賓あいさつがありました。

６月８日 ( 木 ) にアイム・ユニバースてだこホール ( 小ホール ) にて令和５年度安全管理推進大会を開催し、８３
事業所１５７名が参加しました。
参加者全員で黙祷を捧げたあと、開会あいさつした仲西労働基準協会那覇副支部長は、昨年
の県内における休業４日以上の死傷者数が過去最多となったことにふれ、「この深刻な状況を重
く受け止め、各事業場で安全管理対策に継続的に取り組んでほしい」と呼びかけました。
安慶名那覇労働基準監督署長からは、「労働基準監督署では、労働災害の未然防止に向けて各
企業や現場に赴くほか、災害が発生した場合には原因の究明と対策を講じていただく指導をさ
せていただいています。また、負傷された場合など労災補償給付の調査の過程では、後遺障害
に苦しむ被災者、介護にあたる被災者家族、或いは大黒柱を失った遺族と面談することも少な
くありません。皆様方ご自身や同僚、部下の方々が労働災害に遭わないように、安心・安全な職場づくりに向けて、
労使ともに認識を一つに取り組んでいただきますよう切にお願いいたします。」との来賓あいさつがありました。

児玉那覇監督署安全衛生課長からは、全国安全週間に向けての取り組み、転倒災害、は
しご・脚立の転落災害防止等について説明がありました。
沖縄パナソニック特機（株）の取締役 エンジニアリング本部長の新
垣安敏氏より「我が社の安全管理活動」と題して、自社の安全管理体
制や安全管理目標等についての事例発表がありました。

また、建災防沖縄県支部浦添・西原分会の安全指導員を中心に参加者全員で
安全週間スローガンに向かい指差唱和が行われ、労働災害ゼロへの決意を新た
にしました。大会宣言が、沖縄産業保健総合支援センターの玉那覇副所長より
読み上げられ、参加者全員が労働災害のない安全に働くことができる職場環境
を築くことを宣言しました。
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北部地区

宮古地区
　6 月 13 日（火）、宮古島市中央公民館（未来創造センター）にて、令和 5 年度宮古地区安全
大会を開催し、33事業場、80名の参加がありました。
　参加者全員で黙とう後、砂川港災防沖縄総支部宮古支部長の挨拶により開会し、上里労働基
準協会宮古支部長の挨拶では、人手不足が深刻になっており産業、労働災害事故の増加に繋が
らないよう安全管理体制の充実を図り、労働災害防止の取り組みをお願いしたいと呼びかけま
した。
　井上茂樹宮古労働基準監督署長からは、「沖縄県内の令和４年の労働災害は、死亡者数は前年
と比べて大きく減少したが、休業４日以上の死傷者数は昭和 47 年以降で最多となっており、
宮古地区も同様の傾向にあり、憂慮すべき事態となっている。沖縄労働局第 14 次労働災害防

6月 9日（金）、北部会館 3階研修室にて令和 5年度北部地区安全管理推進大会を開催し、43 事業所 91 名が参加
しました。参加者全員で黙とうを捧げたあと、沖縄産業保健総合支援センターの玉那覇副所長のあいさつで開会し、
続いて、建災防沖縄北部分会の仲程分会長より主催者代表挨拶がありました。
上原名護労働基準監督署長からは「時間外労働上限規制の適用となる業種に対しては、個別
支援や説明会を実施しているので、気軽に相談していだだきたい。北部地区では令和 3 年から
2 年連続で死亡災害は発生させておらず、休業４日以上の労働災害も令和 3 年に比べ令和 4 年
は新型コロナウイルス感染症を除けば８人の減少となっているが、平成 29 年以降増加傾向に
ある労働災害が改善し減少に転じたとは言い難い状況にある。労働災害を減少させるため第 14 次労働災害防止 5 カ
年計画を今年度から新たにスタートさせており、この計画に基づく施策について労使一丸となって取り組んでもら
いたい。」旨来賓挨拶がありました。
中野名護監督署労働基準監督官からは、安全週間趣旨、北部地区の労働災害の発生状況沖縄
労働局第 14次労働災害防止計画等についての説明がありました。

特別講演では、名桜大学人間健康学部看護学科の松下聖子教授よ
り「防災教育：守ろういのちと生活」と題し、実体験を踏まえて、
被災者のコミュニティの回復のプロセスとこころの変化など、分かりやすくご説明いた
だきました。

（株）屋部土建の山田百合奈氏より大会宣言が読み上げられ、職場環境を踏まえた
安全管理で労働災害のない職場づくりに邁進することを宣言し採択されました。指差
し唱和では、労働基準協会北部支部安全衛生部会の島袋部会長の声出しで、参加者全
員が安全週間スローガン読み上げました。

最後に、安富労働基準協会北部支部長より「今日の
この大会を契機に、みんなで健康で事故のない職場づくりに取り組み、安全週間は
もとより、これから一年間、ゼロ災害を是非達成しましょう。」と閉会挨拶がありま
した。

佐喜真沖縄監督署安全衛生課長からは、県内および沖縄監督署管内における令和 4 年
度の災害発生状況、沖縄労働局第 14 次労働災害防止計画の重点事項、安全週間に係る実
施者が継続的に実施する事項として事業場で使用している各種機械の法令事項の確認、
リスクアセスメントの実施による作業手順書の確認・改善、資料に基づき法改正の状況
等の説明が行われました。
特別講演では、中央労働災害防止協会九州安全衛生サービスセンター所長の野口正明
氏より「めざそう　転倒災害ゼロ！」と題して、転倒リスク低減のポイントの講話が行
われました。
次に本大会の安全の誓いが鉄鋼処理産

業（株）の知念俊彦氏により読み上げられ、参加者全員の総意によ
り採択されました。指差唱和では、建災防沖縄県支部の安全指導者
の仲宗根正勝氏が代表となり、参加者全員でゼロ災を誓いました。
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第82回（令和5年度）
全国産業安全衛生大会

※全国大会参加ツアー申込受付中（締切日7/25）
お問い合わせ先

in 名古屋
令和5年 9月27日（水）～29日（金）

ポートメッセなごや会 場

（一社）沖縄県労働基準協会
総 務 098-868-2826

　6 月 13 日（火）、宮古島市中央公民館（未来創造センター）にて、令和 5 年度宮古地区安全
大会を開催し、33事業場、80名の参加がありました。
　参加者全員で黙とう後、砂川港災防沖縄総支部宮古支部長の挨拶により開会し、上里労働基
準協会宮古支部長の挨拶では、人手不足が深刻になっており産業、労働災害事故の増加に繋が
らないよう安全管理体制の充実を図り、労働災害防止の取り組みをお願いしたいと呼びかけま
した。
　井上茂樹宮古労働基準監督署長からは、「沖縄県内の令和４年の労働災害は、死亡者数は前年
と比べて大きく減少したが、休業４日以上の死傷者数は昭和 47 年以降で最多となっており、
宮古地区も同様の傾向にあり、憂慮すべき事態となっている。沖縄労働局第 14 次労働災害防

止計画においては、特に建設業及び製造業の労働災害防止対策の推進を重点に掲げ、セーフワーク運動などを推進
します。全国安全週間のスローガンの下、宮古地区の労働者一人一人が安全に働くことができる職場環境を築くた
めに、労使一丸となった取組をお願いします。」旨来賓挨拶がありました。
　大久保宮古監督署監督官からは、令和 5 年度全国安全週間の実施要綱及び労働災害発生状況についての説明があ
りました。

　特別講演では、「痛みなく健康な体で仕事が続けられるための簡単体操」と題して、ハチ
ワレスポーツの健康運動指導士である平良真菜美氏より腰
痛予防の講話があり、簡単で効果的な体操を参加者全員で
行いました。

　平良建災防沖縄県支部宮古分会長が読み上げた大会宣言を採択し、労働基準協会宮
古支部安全衛生部会、建災防宮古分会 SP 会を筆頭に参加者全員でスローガンに向か
い指差唱和が行われ、労働災害ゼロに向け決意を新たにしました。

６月７日（水）、石垣市民会館中ホールにて令和５年度第３１回八重山地区安全大会を開催し、96名が参加しました。
参加者全員で黙祷を捧げたあと、米盛建災防八重山分会長のあいさつで開会し、建災
防指導員らによる指差唱和が行われた。宮良八重山支部長からは「【安全の見える化】
や【災害の無い職場環境のためのコミュニケーションを図る工夫】を具体化して自分た
ちの職場を安全・安心なゼロ災職場にする、八重山地区において一人の被災者を出さな
いという決意を新たにしましょう」と呼び掛けました。
渋谷八重山労働基準監督署長からは、「労働災害で後遺障害が残るとそれまで行って
いた仕事ができなくなることもあり、本人や家族までもが人生を大きく変えられること
もありえる。事業場も経済的損失が発生する。そうならないように普段から労働者が安
全かつ安心して働くことができる職場づくりに取り組むことは非常に重要であり、結果
として人材の確保・育成を始めとする組織の活性化や業績の向上、ひいては社会的価値
の向上に繋がる。全国安全週間は安全意識を高める良い機会であり、是非とも有意義なものにしていただきたい。」
旨のあいさつがありました。
田村八重山監督署労働基準監督官からは、八重山監督署管内の労働災害は転倒災害、腰痛等の動作の反動無理な
動作による災害が上位となっており、重大災害につながる墜落災害もある等の説明がありました。
支部表彰では、（株）米盛建設工業（代表取締役米盛博明）と ( 有 ) 昭電工業（代表取締役砂川一晃）が表彰されました。
最後に、共和産業（株）石垣支店の佐伯和佳奈より大会宣言が読み上げられ、労働災害のない安全・安心なゼロ災
職場づくりを目指すことを誓い安全意識を高めました。

八重山地区
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令和5年5月30日発表

県内における令和4年の労働災害発生状況について県内における令和4年の労働災害発生状況について
～ 死傷者数が増加～

令和４年１月から12月までの労働災害による死亡者数（以下「死亡者数」という。）は２人（前年比10
人減・83.3％減）、休業４日以上の死傷者数（以下「死傷者数」という。）は統計を開始した昭和47年以
降で最多の3,267人（前年比1,656人増・102.8％増）。
なお、新型コロナウイルス感染症による死亡者数は０人（前年１人）、死傷者数は1,945人（1,616人増
・491.2％増）と大きく増加。
また、新型コロナウイルス感染症を除いた場合、死亡者数は２人（前年比９人減・81.8％減）、死傷者数
は昭和47年以降で最多の1,322人（前年比40人増・3.1％増）。
労働災害を減少させるために策定した「沖縄労働局第13次労働災害防止計画」（平成30年度～令和４年

度）では、令和４年における死亡者数を12人以下とし、死傷者数を1,130人以下とすることを目標としてい
たところ、死亡者数については目標を達成しましたが、死傷者数については新型コロナウイルス感染症を除
いた場合でも未達成となりました。
よって、令和５年度からは公表済の「沖縄労働局第14次労働災害防止計画」（令和５年度～令和９年

度）に基づき、「沖縄県建設業Safe-Work運動」の展開等による建設現場等における墜落・転落災害の防止
対策の徹底や、「沖縄県小売業SAFE協議会」や「沖縄県介護施設SAFE協議会」による転倒災害や腰痛災害
の防止を目的とした自主的な安全衛生活動の定着を図りながら、より一層労働災害の減少に取り組んでまい
ります。

沖縄労働局から

死亡災害
・死亡災害は昭和 48 年をピークに減少傾向にあったが、その後は毎年 10 人前
後で推移している。

・令和４年は減少し、前年比マイナス10人、83.3％減少した。
・令和４年は死亡災害が統計史上最も少ない年となった。
・建設業においては、平成 24 年以降10 年ぶりに死亡災害が 0人となった。

県内における労働災害（死亡）発生状況の推移

死亡災害
・新型コロナウイルス感染症のり患による労働災害を除いた場合においても、令
和４年は減少し、前年比マイナス９人、81.8％減少した。

県内における労働災害（死亡）発生状況の推移
（新型コロナウイルス感染症のり患による労働災害を除く）

別添１-２別添１-1

休業４日以上の死傷災害
・労働災害は減少傾向にあったが、平成 11 年を境に、増減を繰り返しながら増
加傾向にある。

・令和４年は昭和 47年以降で過去最多となった。

県内における労働災害（休業４日以上）発生状況の推移

休業４日以上の死傷災害
・新型コロナウイルス感染症のり患による労働災害を除いた場合においても、令
和４年は昭和 47年以降で過去最多となった。

　県内における労働災害（休業４日以上）発生状況の推移
（新型コロナウイルス感染症のり患による労働災害を除く）

別添２-２別添２-1
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詳細については、沖縄労働局のホームページをご参照ください。
　なお、担当部署は、沖縄労働局　労働基準部　健康安全課（電話番号 098-868-4402）です。

沖縄労働局第13次労働災害防止計画の達成状況（死亡）

県内における死傷年千人率の推移（全産業）
（新型コロナウイルス感染症のり患による労働災害を除く）

県内における事故の型別労働災害発生状況の推移
（休業４日以上・全産業）

県内における高年齢労働者等の労働災害発生状況の推移
（休業４日以上・全産業）

沖縄労働局第13次労働災害防止計画の達成状況（休業４日以上）

令和４年の県内における事故の型別労働災害発生状況
（休業４日以上・全産業）

県内における死傷年千人率の推移（13次防の重点業種別）

令和４年の県内における年齢別・男女別死傷年千人率

別添４

別添６

別添８

別添10-１

別添５

別添９-１

別添７

別添11-１
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令和4年死亡災害発生状況
（規模別）

※労働者死傷病報告による。統計情報は今後の調査により修正される場合があります。

番号 所轄署 事故の型 起因物 業種別 発生時期 年齢 労働者数 発生状況

1 那 覇 その他の乗物 その他の事業 ３月中旬 60歳台以上 10～29 乗務していた飛行機が墜落したもの。交通事故
（その他）

2 那 覇 建築物、構築物 その他の小売業 9月上旬 50歳台 1～9 墜落・転落

令和4年(12月末累計) 確定版 令和3年(12月末累計) 確定版 局計対令和3年比較

1.　労働者死傷病報告により作成したもの。  4. 交通運輸事業は、鉄道・軌道・水運・航空業、道路旅客運送業を示す。
2.　被災者数の枠の左側（  ）は死亡者数で内数。  5. 陸上貨物運送事業は、道路貨物運送業、その他の運輸交通業及び港湾荷役業を除く貨物取扱業を示す。
3.　｢▽｣は減少を示す。  6. その他の業種は、金融広告業、映画・演劇業、通信業、教育研究、清掃・と畜（ﾋ ﾙ゙ﾒﾝ除く）、官公署、その他の事業を示す。

（注）

年・署別・局計等
業　　種

年・署別・局計等
業　　種

（確定版）沖縄労働局

増減数（人）増減率（％）那覇 沖縄 名護 宮古 八重山 局計 那覇 沖縄 名護 宮古 八重山 局計

港 湾 荷 役 業

林 業

農 業、 畜 産・ 水 産 業

第三次産業（運輸を除く）

商 業

小 売 業

接 客 娯 楽 業

旅 館 ・ ホ テ ル

飲 食 店

保 健 衛 生 業

社 会 福 祉 施 設

ビルメンテナンス業

そ の 他 の 業 種

全 産 業

製 造 業

食 料 品 製 造 業

鉱 業

建 設 業

土 木 工 事 業

建 築 工 事 業

交 通 運 輸 事 業

陸 上 貨 物 運 送 事 業

港 湾 荷 役 業

林 業

農 業、 畜 産・ 水 産 業

第三次産業（運輸を除く）

商 業

接 客 娯 楽 業

保 健 衛 生 業

ビルメンテナンス業

全 産 業
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6
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1
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3
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1
5
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3
1
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7
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2

4
54
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9
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6
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2
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1
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34
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94
9
0
16

1,059
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64
68
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278
55
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1,611

28
1
1
21
6
20
8
5
1
0
12

1592
14
1
0
4
5

1576
827
19
11

1656

13.8
0.8

100.0
10.2
17.6
14.0
34.8
5.3
11.1
-

75.0
150.3
5.7
0.6
0.0
6.3
7.4

373.5
297.5
34.5
6.0

102.8

107
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16
76
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58
1

9
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29
9
15

1
3

11
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7
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7
2

270
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5
7

360

94
44

81
9
63
3
25

5
848
95
77
41
18
20
612
360
22
78

1,056

令和4年業種別署別労働災害発生状況

エアコン設置の際に庇の上から約3.5ｍ下の地面に墜落
したもの。

（確定版）沖縄労働局
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２  受験申請書の受付期間

主催　公益財団法人　安全衛生技術試験協会　九州安全衛生技術センター
協力　一般社団法人　沖縄県労働基準協会

免許試験（沖縄地区出張特別試験）
沖縄会場第 1回目受験申請書の受付受験申請書の受付について

令和
5年度

１  沖縄会場第１回目
試験日　令和5年9月17日（日）
試験場　琉球大学 共通教育棟（西原町字千原1）

令和5年7月10日（月）～7月21日（金）必着
受付時間　9：00～12：00、13：00～16：00　※土・日・祝日、除く

※ 受験申請書は、変更されておりますので新しい受験申請書を使用して下さい。

※① 学科試験手数料・・・8,800円（事前に金融機関で払い込んでください）
　② 受験申請書は、沖縄県労働基準協会各支部で配布しております。
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項　目 講習名 実施日・実施会場 受講料等（テキスト代込み）

事 業 部
（教習センター）
（098）979-7897

979-9975

那　 覇　 支　 部
（098）868-2831

869-1714

中　 部　 支　 部
（098）937-0162

937-0163

職長教育・
安全衛生責任者教育

　  8/1（火）～2（水）
　  沖縄市産業交流センター（沖縄市泡瀬）

会　員　16,350 円
職長のみ　14,080 円

非会員　21,850 円
職長のみ　19,580 円

アーク溶接特別教育
　  8/3（木）～6（日）

 沖縄建設労働者研修福祉センター3 階（浦添市牧港 ）
 那覇工業高校 機械科溶接実習室（浦添市勢理客）

会　員　15,910 円
非会員　19,210 円

フルハーネス型墜落
制止用器具特別教育

　  8/7（月）
 沖縄市産業交流センター（沖縄市泡瀬）
 教習センター（うるま市州崎）

会　員　  9,090 円
非会員　12,390 円

第二種衛生管理者免許試験
準備講習

　  8/8（火）～10（木）
　  沖縄市産業交流センター（沖縄市泡瀬）

会　員　18,040 円
非会員　24,640 円

玉掛け技能講習
 8/14（月）～15（火）

　  沖縄市産業交流センター（沖縄市泡瀬）
 A班16（水）、B班17（木）、Ｃ班18（金）

　  教習センター（うるま市州崎）

免除有　25,930 円
免除無　27,930 円

特定化学物質・四アルキル
鉛等作業主任者技能講習

　  8/16（水）～17（木）
　  沖縄市産業交流センター（沖縄市泡瀬） 13,380 円

自由研削といしの取替等の
業務に係る特別教育

　  8/18（金）
　  沖縄市産業交流センター（沖縄市泡瀬）

会　員　  9,420 円
非会員　12,720 円

フォークリフト運転技能講習
　  8/21（月）～25（金）　

 沖縄市産業交流センター（沖縄市泡瀬）
 教習センター（うるま市州崎）

46,650 円

はい作業主任者技能講習 　  8/22（火）～23（水）
　  沖縄市産業交流センター（沖縄市泡瀬） 14,095 円

高圧・特別高圧電気取扱者
特別教育

　  8/24（木）～25（金）
　  沖縄市産業交流センター（沖縄市泡瀬）

会　員　12,830 円
非会員　16,130 円

安全衛生推進者養成講習 　  8/31（木）～9/1（金）
　  うるマルシェ２階（うるま市前原） 13,930 円

北 部 支 部
（0980）54-4700

52-7004

小型移動式クレーン運転
技能講習

 ８/7（月）～8（火）
　  北部会館３階（名護市宇茂佐の森）　

 A班　8/9（水）、B班　10（木）
　  ネオパークオキナワ駐車場

二科目免除　23,705 円
一科目免除　25,705 円

免除無　27,705 円

ガス溶接技能講習
　  8/16（水）～18（金）

 北部会館３階（名護市宇茂佐の森）
 名護商工高校機械システム科 溶接実習室

12,280 円

宮 古 支 部
（0980）73-1455

73-6511

アーク溶接特別教育
　  8/3（木）～6（日）

 宮古建設会館　2階ホール
 宮古工業高校　溶接実習室

会　員　15,910 円
非会員　19,210 円

安全衛生推進者養成講習 　  8/30（水）～31（木）
　  宮古建設会館　2階ホール 13,930 円

八 重 山 支 部
（0980）88-5355

88-5360

ガス溶接技能講習
　  8/4（金）～5（土）

 石垣市健康福祉ｾﾝﾀｰ　２F視聴覚室
 八重山商工高校　機械科溶接実習室

12,280 円

アーク溶接特別教育
　  8/18（金）～20（日）

 ㈱紫電舎　2階会議室
 八重山商工高校　機械科溶接実習室

会　員　15,910 円
非会員　19,210 円

小型移動式クレーン運転
技能講習

　  8/22（火）～24（木）
 ㈱紫電舎（2階会議室）
 石垣港南ぬ浜町ふ頭用地

二科目免除　23,705 円
一科目免除　25,705 円

免除無　27,705 円

発行所／ 一般社団法人 沖縄県労働基準協会
　　　　 〒900-0001 那覇市港町 2-5-23　TEL：098-868-2826　FAX：098-869-1714
発行人／ 会長  古波津 昇　定価／ 1 部 50 円（会員の購読料は会費の中に含む）

沖縄県労働基準協会だより

講習会のご案内講習会のご案内（令和5年（令和5年88月分）月分）

各講習の日程表など詳細については、当協会ホームページにも掲載しております。

二次元バーコードからも
ご確認頂けます。

各講習の日程表・受講申請書が必要な方・定員の確認は、各支部へお問い合わせください。
・受講予約者が定員に達している場合には、キャンセル待ちとなりますので、ご了承ください。

長年の実績と信頼、理解し易い講習に努めています長年の実績と信頼、理解し易い講習に努めています

めんそ～れ
沖縄県

労働基準協会へ
協 会 支 部 名 事 業 場 名 所　在　地

中 部 支 部 株式会社ＳＫプロダクト沖縄 沖縄市知花4-2-2

新規加入事業場のご紹介（5月16日～6月15日）※次の理事会にて承認予定


